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年
度
末
か
ら
新
年
度
当
初
に
か
け
て
、
宗
務
所

及
び
宗
門
の
重
要
な
会
議
が
立
て
続
け
に
開
催
さ

れ
、
令
和
八
年
度
事
業
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
報
告
の
み
の
ご
挨
拶
と
な
り
ま
す
が
ご
容
赦

く
だ
さ
い
。

　

去
る
三
月
二
十
五
日
、
予
算
に
関
す
る
通
常
所

会
を
開
催
し
、
す
べ
て
の
案
件
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
新
年
度
総
予
算
額
は
五
千
四
百
五
十
万

円
と
な
り
、
昨
年
度
当
初
予
算
に
比
し
て
五
十
万

円
の
減
と
な
り
ま
す
。
要
因
と
し
て
は
事
業
の
開

催
形
式
変
更
に
よ
る
諸
収
入
の
減
少
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
教
師
人
数
そ
の
も
の
の
減
少
に
よ

る
賦
課
金
教
師
割
額
減
も
若
干
の
要
因
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

事
業
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
梅
花
流
秋
田
県

奉
詠
大
会
は
九
月
十
七
日
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
に
お
い
て
行
い
ま
す
。
十
月
二
十
二
日
、
歓
喜

寺
様
で
行
い
ま
す
現
職
研
修
の
講
師
は
と
も
に

駒
澤
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
佐
藤
秀
孝

先
生
、
工
藤
英
勝
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

す
。十
一
月
十
八
日
～
二
十
日
ま
で
の
二
泊
三
日
、

本
年
度
事
業
概
要
と
宗
門
の
動
き

秋
田
県
宗
務
所
　
所
長
　
袴
　
田
　
俊
　
英

本
山
研
修
を
行
い
ま
す
。
本
年
度
は
總
持
寺
様
、

了
っ
て
七
十
二
年
に
一
度
の
御
開
帳
が
行
わ
れ

る
豊
川
閣
妙
厳
寺
様
に
拝
登
い
た
し
ま
す
。
同

月
二
十
五
日
、
禅
セ
ン
タ
ー
設
立
集
会
を
開
催

し
、
公
開
講
座
と
し
て
の
「
禅
を
聞
く
会
」
の

講
師
は
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

浄
土
真
宗
如
来
寺
（
大
阪
）
住
職
・
釈
徹
宗
師

に
ご
来
秋
頂
き
ま
す
。
各
事
業
と
も
に
多
く
の

ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
所
会
に
先
立
つ
三
月
五
・
六
日
の
両
日
、

宗
務
庁
に
お
い
て
実
務
担
当
者
会
議
が
開
か
れ
ま

し
た
。
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
事
項
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

今
年
も
県
北
部
を
中
心
に
し
て
、
雪
害
が
多
発

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
の
自
然
災
害
の
増

加
に
よ
り
災
害
見
舞
金
制
度
の
拠
出
金
が
変
更
さ

れ
ま
す
。
基
本
拠
出
金
二
千
五
百
円
は
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
建
物
共
済
に
当
た
る
付
加
拠
出
金
は
一

口
七
百
円
か
ら
四
千
百
円
に
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
金
額
は
固
定
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
毎
年
見
直
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
に
関

し
ま
し
て
は
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

形
態
で
再
建
す
る
か
は
検
討
中
と
の
こ
と
で
す
。

伴
っ
て
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
は
令
和
九
年
六

月
三
十
日
を
も
っ
て
営
業
終
了
と
な
り
ま
す
。
宗

務
庁
の
移
転
場
所
は
鶴
見
大
学
会
館
を
仮
移
転
先

候
補
と
し
て
六
月
宗
議
会
に
上
程
と
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
宗
務
所
婦
人
会
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
二
月
十
六
日
宗
務
所
に
お
い
て
宗
務
所

婦
人
会
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
今
後

の
婦
人
会
の
運
営
に
つ
い
て
」
が
議
題
と
さ
れ
、

会
員
の
減
少
が
止
ま
ら
ず
会
の
運
営
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
お
手
元
に
届

い
て
い
る
「
婦
人
会
報
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
会
員
増
も
望
め
ず
、

全
国
曹
洞
宗
婦
人
会
か
ら
の
退
会
と
い
う
決
議
と

な
り
ま
し
た
。
大
変
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現

状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
「
戦
争
」

で
は
周
辺
国
も
含
め
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
世
界
的
な
石
油
不
足
が
起
こ
り
、
こ

れ
に
よ
り
物
価
高
が
止
ま
ら
ず
困
窮
す
る
人
々
が

急
増
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
宗
務
所
も
大

き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
そ
う
な
状
況
で

す
。
早
期
の
戦
争
終
結
を
望
む
ば
か
り
で
あ
り
ま

す
。
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令和８年度　曹洞宗秋田県宗務所事業計画
令和8年 事　　　業 開催場所 備　考

４月 22 日 寺族会総会 宗務所

５月 21 日 布教委員会・布教協議会 宗務所
所報第 143 号発行 予算報告　他

６月

2～ 6日 梅花特派巡回 開催希望教区 特派師範３名
8～ 13 日 特派布教巡回 管内 18 教場 特派布教師３名
24 日 監査会 宗務所
30 日 護持会総会 宗務所

７月 22 日 通常所会 宗務所 決算審議　他
禅の集い 管内寺院

８月 12 ～ 21 日 宗務所休務 盆休み

９月 17 日 梅花流全県大会 キャッスルホテル
所報第 144 号発行 決算報告　他

10 月
22 日

現職研修会
講　師　　
　　元駒澤大学仏教学部教授
　　　新潟少林寺住職 佐藤秀孝先生
　　　近代仏教史家　 工藤英勝先生
　　宗務庁派遣講師（未定）

歓喜寺様

28 日 梅花検定会（全県合同） 宗務所 四級師範・三級詠範・
二級教範まで受検可

11 月

13 日 宗務所寺族集会・研修会 宗務所
18 ～ 20 日 本山研修会 總持寺 豊川稲荷

25 日
禅を聞く会（講演・法要・他）
講　師�　　浄土真宗如来寺（大阪）
　　　　　住職　　釈　徹宗　老師
禅センター設立集会 

キャッスルホテル
禅を聞く会 終わって
設立集会
宗侶寺族表彰式典

12 月 10日 臨時所会 宗務所
28日～ 1月8日 宗務所休務
令和9年

１月 28 日 宗務所梅花講役員会 宗務所
所報第 145 号発行

２月 26 日午前 宗務所梅花講講長会 宗務所
26 日午後 諮問委員会・災害対策協議会 宗務所

３月 26 日 通常所会 宗務所 予算審議　他
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曹洞宗秋田県宗務所・禅センター
令和８年度　事業日程表

【禅センター布教部・研修部・梅花部】

NO. 令和 月　　　日 開始時間 担当 事　業　名・備　考
1 8 年 　４月　３日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）
2 　５月　１日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）
3 　６月１５日（月） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）
4 　６月１８日（木） 10 時 30 分 梅花部 講師等研修会
5 　７月　３日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

6 　７月　６日（月） 10 時 30 分 布教部 写　経　会
仏教講座①13 時 30 分

7 　７月１６日（木） 13 時 00 分 研修部 研修会①

8 　９月　１日（火） 10 時 30 分 布教部 写　経　会
仏教講座②  13 時 00 分

9 　９月　４日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）
10 １０月　２日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）
11 １０月　５日（月） 9時 00 分 布教部 仏教講座・野外研修
12 １１月　６日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）
13 １１月２５日（水） 13 時 00 分 禅を聞く会（設立集会併催）

14 １１月３０日（月） 10 時 30 分 布教部 写　経　会  
仏教講座③13 時 00 分

15 １２月　４日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）
16 9 年 　２月　３日（水） 13 時 00 分 研修部 研修会②
17 　２月　５日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）
18 　３月　５日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

月日 行　　程（バス＝＝＝） 食事

11
／
18
(水 )

※大館北秋田地区の方は秋田空港までバス利用
　9:35　　予定時刻　　10:45　　　　　　　12:15/13:15　  13:40/15:00
秋田空港－ ANA404 →羽田空港＝首都高速＝　　久里浜　　＝　軍港めぐり　＝子安 IC
  16:30 頃
＝總持寺（本山研修会第 56 回開講式）

×
昼
夕

11
／
19
(木 )

　8:30 頃　　　　　　　　　　　　　　　　 9:30　　　10:15/10:30
總持寺　　（閉講式）　＝　　子安 IC　　＝横浜町田 IC　＝　足柄 SA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12:50/16:00　　　　　　　　　　17:30 頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ 豊川稲荷　　＝　三ヶ日 IC　＝ 舘山温泉泊

朝
昼
夕

11
／
20
(金 )

　8:30
舘山寺　＝浜松西 IC　＝静岡 IC　　　　　　　16:40　  予定時刻　　17:55
　　  9:50/11:00　　　　　12:30/13:30　 羽田空港－ ANA723 →大館能代空港
＝日本平久野山東照宮　　＝　　沼津 IC　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 17:50　　予定時刻　  19:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽田空港－ ANA407 →秋田空港

朝
昼
×

《大本山總持寺本山研修会と豊川稲荷七十二年ぶりの御開帳・舘山寺温泉の旅》
1．期日　令和8年11月18〜 20日　2．申込締切　　令和8年8月1日
3．会費　118,000円（秋田空港発着）120,000円（青森空港発着）
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令和８年度曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出予算書
� （単位：円）

項目 前年度予算額 本年度予算額 増減

歳入合計 54,984,886 54,500,000 △ 484,886

歳出合計 54,984,886 54,500,000 △ 484,886

差引残額 0 0 0

歳入の部 � （単位：円）

項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　考
1　賦　課　金 40,786,800 40,776,800 △ 10,000

1 寺 格 割 1,844,000 1,844,000 0
格地＠ 10,000 × 24　法地＠ 5,000 × 318 
准法地＠2,000×7 　（全寺院数349ヶ寺）
　

2 級 階 割 35,484,800 35,484,800 0 443,560 点× 80 円
（前年度県内寺院級階点数の合計）

3 教 師 割 3,458,000 3,448,000 △ 10,000

大教師＠ 42,000 × 1 名
権大教師＠ 30,000 × 62 名
正教師＠ 6,000 × 154 名
一等教師＠ 3,000 × 122 名
二等教師＠ 2,000 × 128 名

（R8/1/31 現在） 
2　手　数　料 2,000,000 2,000,000 0

1 手 数 料 2,000,000 2,000,000 0 各申請手数料　宗務所義財　梅花義財
3　補　助　金 900,000 900,000 0

1 補 助 金 900,000 900,000 0
本庁事業補助　事務補助
徒弟研修会補助
梅花補助　教化補助
現職・寺族研修会補助　他

4　諸　収　入
3,100,000 2,000,000 △ 1,100,000

1 諸 収 入 3,100,000 2,000,000 △ 1,100,000

現職研修会受講料＠ 5,000 × 150 名
現職研修昼食代＠ 1,500 × 80 名
梅花検定料＠ 3,000 × 30 名
県梅花大会参加料＠ 3,000 × 300 名
仏教講座参加料　預貯金受取利息　他

5　繰　越　金
8,198,086 8,823,200 625,114

1 繰 越 金 8,198,086 8,823,200 625,114 前年度繰越金（見込み額）
歳入合計 54,984,886 54,500,000 △ 484,886
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項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考
1　人　件　費 18,040,000 17,540,000 △ 500,000 6 名× 12 ヶ月×＠ 70,000

1 役職員手当 5,040,000 5,040,000 0 2 名× 12 ヶ月×＠ 70,000
2 書記手当 1,680,000 1,680,000 0
3 傭 人 費 200,000 200,000 0

4 旅　　費 4,000,000 3,500,000 △ 500,000

宗務庁・管区・教化センター各事業
各種講演会 全国梅花大会 本山研修会 他
所長 8,000　副所長 4,000
教化 3,000　庶務 7,000
梅花 6,000　人権 8,000
佐々木書記 7,000　高橋書記 7,000　

5 費用弁償 6,000,000 6,000,000 0
6 期末手当 1,120,000 1,120,000 0 8 名× 2 ×＠ 70,000

2　事　務　費 4,700,000 4,700,000 0

1 備 品 費 500,000 500,000 0 書籍　事務機器更新他
2 通 信 費 1,200,000 1,200,000 0 電話料　郵便料　配送料　他
3 印 刷 費 400,000 400,000 0 封筒　賞状
4 消耗品費 500,000 500,000 0 雑貨　事務用品　他

5 リース料 1,000,000 1,000,000 0 AED　コピー機　電話機　OA 機器
インターネット利用料　他

6 広 報 費 1,100,000 1,100,000 0 宗務所所報　年 3 回発行
3　管　理　費 2,900,000 2,900,000 0

1 維 持 費 800,000 800,000 0 保険料　清掃費　警備保障　他
2 地　　代 300,000 300,000 0 天徳寺様借地代
3 営 繕 費 800,000 800,000 0 修繕費　他
4 光 熱 費 1,000,000 1,000,000 0 電気・ガス・水道・灯油　他

4　会　議　費 1,300,000 1,700,000 400,000

1 所　　会 1,100,000 1,500,000 400,000 通常所会 2 回・臨時所会 1 回

2 委 員 会 200,000 200,000 0 監査会 1 回
諮問委員会・災害対策協議会 1 回

5　事　業　費 10,550,000 9,750,000 △ 800,000

1 事 業 費 3,000,000 3,000,000 0
現職研修 1,000,000
本山研修 400,000
徒弟研修会 200,000
禅を聞く会・設立集会 1,400,000　他

2 布教伝道費 1,000,000 1,000,000 0
布教特派事業（教場補助他 650,000)
宗務所布教師日当＠ 5,000 × 30 回
管内教場補助＠ 5,000 × 30 教場　他

3 梅 花 費 5,300,000 4,500,000 △ 800,000

梅花特派巡回事業（教場補助他 650,000)
県梅花大会 2,500,000
役員会・講長会 300,000
検定会 300,000
師範・詠範の会補助 700,000
師範・詠範の会一泊研修会補助 100,000
梅花養成所 200,000  他

歳出の部� （単位：円）
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項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考

4 教 化 費 650,000 650,000 0 布教委員会・布教協議会（年 1 回）
各種研修会　他

5 慰 問 費 100,000 100,000 0 住職永年勤続 50 年・60 年祝膳料　他
6 �人権擁護 
推進費 500,000 500,000 0 全国人権研修会　書籍　資料　他　

6　禅センター 事業費 1,700,000 1,700,000 0

1 会 議 費 200,000 200,000 0 各会議費　各委員会費
2 布教部費 400,000 400,000 0 仏教講座　写経会
3 研修部費 300,000 300,000 0 各種研修会　
4 梅花部費 450,000 450,000 0 梅花流講習会　　　
5 運 用 費 350,000 350,000 0 備品　禅を聞く会　他

7　補　助　費 6,637,680 7,336,680 699,000

1 事務補助 4,078,680 4,077,680 △ 1,000 所費の 10% 各教区へ
2 事業補助 349,000 349,000 0 教区主催研修会・寺族研修会補助金
3 所護持会補助 0 700,000 700,000 宗務所護持会補助金
4 禅の集い 500,000 500,000 0 教区寺院開催補助金

5 教化団補助 1,710,000 1,710,000 0
保護司会 200,000　秋曹青 500,000
寺族会 350,000　婦人会 400,000
布教師の会 200,000　教誨師 30,000 × 2 名

8　表　彰　費 200,000 200,000 0

1 表彰費 200,000 200,000 0 住職勤続表彰　寺族表彰
9　慶　弔　費 2,500,000 2,500,000 0

1 慶 弔 費 400,000 400,000 0 結制・落慶・本葬　他
2 本山慶弔費 100,000 100,000 0 両本山慶弔会　他

3 弔 慰 金 2,000,000 2,000,000 0 管内寺院住職・東堂・副住職 100,000
寺族 50,000

10　負　担　金 540,950 540,950 0

1 全国所長会 157,050 157,050 0
349 ヶ寺×＠ 450

（全国所長会災害援護金
349 ヶ寺×＠ 100 を含む）

2 布教助成費 209,400 209,400 0 349 ヶ寺×＠ 600　
3 管 区 費 174,500 174,500 0 349 ヶ寺×＠ 500　

11　交　際　費 400,000 400,000 0

1 交 際 費 400,000 400,000 0
12　食　糧　費 1,300,000 1,300,000 0

1 所会食糧費 700,000 700,000 0 通常所会 2 回

2 委員会食糧費 50,000 50,000 0 監査会 1 回
諮問委員会・災害対策協議会 1 回

3 所内食糧費 550,000 550,000 0
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項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考
13　選　挙　費 150,000 150,000 0

1 副 貫 首 50,000 50,000 0
2 宗務所長 50,000 50,000 0
3 宗会議員 50,000 50,000 0

14　雑　　　費 150,000 150,000 0

1 雑　　費 150,000 150,000 0 町内会費　新聞購読料　置き薬　他
15　予　備　費 3,916,256 3,632,370 △ 283,886

1 災害見舞金 2,000,000 2,000,000 0 寺院火災見舞金　1ヶ寺分

2 記念品代 560,000 560,000 0 役職員退任記念品代 560,000
（224 万円を 4 年間分割で積立計上）

3 基本金操出金 1,000,000 1,000,000 0
4 予 備 費 356,256 72,370 △ 283,886

歳　出　合　計 54,984,886 54,500,000 △ 484,886

令和８年度宗務所基本金積立会計について
(将来の宗務所改築のための積立)

○　令和７年度分は、上記のように積み立てしております。

○　令和８年度の予算案には1,000,000で計上しています。
○　令和7年度の歳入歳出決算時の剰余金処分の状況で
　　 繰入金を増額する場合もございます。

令和７年度　基本金積立会計

令和８年度　基本金積立会計案

積立累積金 31,564,676
一般会計繰入金 1,000,000
利　　　　息 34,680 0.125%

計 32,599,356

積立累積金 32,599,356
一般会計繰入金 1,000,000
利　　　　息 73,348 0.225%

計 33,672,704
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陶
淵
明
「
飲
酒
」
に
曰
く

采
菊
東
籬
下　

菊
を
采
る
東
籬
の
下

悠
然
見
南
山　

悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る

淵
明
が
官
を
辞
し
、
故
郷
の
柴
桑
︵
九
江
の
古
名
︶
に
隠
棲
し
て
毎
日

仰
ぎ
見
た
南
山
と
は
廬
山
の
こ
と
で
あ
る
。

「
奇
秀
天
下
に
甲
た
り
」
と
は
廬
山
を
讃
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、
江
西

省
九
江
市
の
南
に
位
置
す
る
こ
の
名
峰
は
、
泰
山
や
峨
眉
山
、
崋
山
な
ど

と
共
に
中
国
屈
指
の
霊
山
に
数
え
ら
れ
る
。

古
来
、
淵
明
、
李
白
、
白
居
易
︵
白
楽
天
）、
蘇
軾
︵
蘇
東
坡
︶
等
々
、

名
の
あ
る
詩
人
で
廬
山
を
称
え
な
か
っ
た
者
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
が
、

北
西
麓
に
あ
る
東
晋
の
慧
遠
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
東
林
寺
は
中
国
浄
土

宗
の
発
祥
寺
院
と
さ
れ
る
し
、
東
南
麓
の
白
鹿
洞
書
院
で
は
朱
熹
や
王
陽

明
が
講
義
を
し
て
幾
多
の
優
秀
な
儒
者
を
輩
出
し
、
更
に
山
中
に
は
多
く

の
道
観
（
道
教
寺
院
）
が
点
在
す
る
。

つ
ま
り
廬
山
は
、
信
仰
と
文
学
が
融
合
し
た
中
国
文
化
の
象
徴
と
い
え

る
山
で
あ
り
、
そ
れ
を
如
実
に
表
し
た
の
が
、
禅
画
の
画
題
に
好
ま
れ
る

「
虎
渓
三
笑
」
で
あ
る
。

慧
遠
は
東
林
寺
の
下
を
流
れ
て
い
る
虎
渓
を
越
え
て
俗
界
に
は
出
な
い

と
い
う
誓
い
を
立
て
て
い
た
が
、
あ
る
時
、
道
士
の
陸
修
静
と
淵
明
が
慧

廬
山
探
訪
之
記

特
別
寄
稿

遠
を
訪
ね
て
歓
談
し
た
後
、
慧
遠
は
二
人
を
見
送
り
な
が
ら
更
に
歓
談
。

い
つ
の
間
に
か
越
え
な
い
と
誓
っ
て
い
た
虎
渓
に
掛
か
る
橋
を
渡
っ
て
し

ま
い
、
こ
れ
に
気
付
い
た
三
人
が
顔
を
見
合
わ
せ
て
大
笑
い
し
た
。

こ
の
話
は
、
仏
教
の
慧
遠
、
道
教
の
修
静
、
文
学
の
淵
明
（
淵
明
は
役

人
で
あ
っ
た
の
で
儒
者
の
代
表
と
も
目
さ
れ
た
）
と
い
う
廬
山
に
住
ん
だ

斯
界
の
三
巨
人
が
親
和
す
る
こ
と
で
、
廬
山
の
多
面
に
渡
る
融
合
性
を
示

し
て
い
る
。

（
但
し
こ
の
「
虎
渓
三
笑
」
は
、
三
人
の
生
年
に
隔
た
り
が
あ
る
た
め
、

後
年
の
創
作
と
さ
れ
る
）

私
が
廬
山
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
を
釈
道
安
に

し
て
か
ら
で
あ
る
。

道
安
は
、
亀
茲
国
か
ら
の
渡
来
僧
で
あ
り
北
朝
の
後
趙
の
君
主
石
勒
、

石
虎
に
神
通
力
を
も
っ
て
助
力
し
た
佛
図
澄
の
弟
子
で
、
学
識
衆
に
優

れ
、
三
国
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
の
動
乱
期
に
散
乱
し
た
漢
訳
経
典
を
整

理
し
て
中
国
史
上
初
の
総
合
的
経
典
目
録
で
あ
る
「
綜
理
衆
経
目
録
︵
道

安
録
）」
を
編
纂
し
た
り
、
戒
律
を
制
定
し
て
教
団
の
運
営
を
円
滑
に
せ

し
め
た
。

慧
遠(

三
三
四
―
四
一
六)

は
道
安
の
一
番
弟
子
で
、
姓
は
賈
氏
。
雁

門
郡
楼
煩
県
（
現
山
西
省
内
）
の
人
で
あ
る
。

第
十
八
教
区
　
玉
林
寺
住
職�

桑
　
名
　
秀
　
明

第143号 令和８年５月21日（　）10曹洞宗秋田県宗務所所報



師
の
道
安
を
し
て
「
仏
法
の
真
理
を
後
世
ま
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
慧
遠
で
あ
る
」
と
言
わ
し
め
た
ほ
ど
の
逸
材
で
あ
り
、
人
生
の
後
半

を
廬
山
で
過
ご
し
た
。

前
述
の
よ
う
に
東
林
寺
を
建
立
し
、
白
蓮
社
を
結
成
し
て
多
く
の
僧
侶

や
謝
霊
運
な
ど
の
文
人
へ
阿
弥
陀
如
来
の
加
護
に
よ
り
極
楽
往
生
が
で
き

る
と
説
い
た
た
め
、
中
国
浄
土
宗
の
初
祖
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
「
沙
門
不
敬
王
者
論
」
を
著
し
て
仏
法
が
王
権
に
勝
る
こ
と
を
説

き
、
亀
茲
国
か
ら
拉
致
さ
れ
て
涼
州
、
更
に
長
安
で
実
質
上
軟
禁
さ
れ
て

い
た
鳩
摩
羅
什
と
頻
繁
に
文
通
し
な
が
ら
大
乗
仏
教
の
真
理
を
吸
収
し
て

格
義
仏
教
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
た
。

廬
山
の
麓
の
九
江
は
、
古
来
揚
子
江
に
育
ま
れ
た
水
産
物
と
農
産
物
と

が
集
積
す
る
豊
か
な
都
市
で
あ
る
。

こ
こ
は
白
居
易
が
都
の
顕
官
か
ら
閑
職
の
司
馬
と
し
て
左
遷
さ
れ
た
地

で
、
私
が
好
き
な
「
琵
琶
行
」
の
舞
台
で
あ
り
、
や
は
り
白
居
易
の
詩
に

登
場
し
、
清
少
納
言
が
「
枕
草
子
」
の
二
百
九
十
九
段
で
引
用
し
た
「
香

爐
峰
」
は
廬
山
の
一
峰
で
あ
る
。

ま
た
、｢

水
滸
伝｣

で
主
人
公
の
宋
江
が
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
時
、
豊

か
な
土
地
へ
流
謫
と
な
る
よ
う
父
親
が
賄
賂
を
使
い
、
流
さ
れ
た
先
が
九

江
で
あ
っ
た
。

私
が
修
士
論
文
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
一
環
と
し
て
廬
山
を
一
人
訪

ね
た
の
は
、
今
か
ら
四
十
年
も
前
の
こ
と
。

大
正
十
年
に
廬
山
を
訪
れ
、
駕
籠
に
乗
っ
た
り
歩
か
さ
れ
た
り
し
て
、

よ
う
よ
う
山
頂
の
保
養
地
で
あ
る
牯
嶺
鎮
に
至
っ
た
芥
川
龍
之
介
は
、「
軽

井
沢
の
場
末
よ
り
ひ
ど
い
」
と
記
し
て
い
る
。

無
論
、
私
は
駕
籠
に
乗
っ
て
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
牯

嶺
鎮
は
、
や
は
り
鄙
び
た
感
じ
は
否
め
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
廬
山
の
各
峰
か
ら
望
む
揚
子
江
や
湖
沼
が
多
い
江
西
の
田
園

風
景
は
例
え
よ
う
も
な
く
美
し
く
、｢

風
光
明
媚
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ

の
風
景
の
為
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

泰
山
を
旅
し
た
時
、
神
秘
の
泰
山
に
は
霧
や
雲
が
似
合
っ
て
い
た
。

蘇
軾
は
「
廬
山
は
煙
雨
」
と
詠
ん
だ
と
い
う
。

煙
雨
と
は
趣
の
あ
る
言
葉
で
あ
る
が
、
煙
雨
で
は
あ
の
風
景
が
生
き
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

揚
子
江
と
無
数
に
あ
る
湖
沼
か
ら
の
水
分
に
よ
っ
て
、
廬
山
周
辺
は
多

湿
で
雨
や
霧
が
多
く
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
山
容
が
は
っ
き
り
見
え
る
こ

と
は
稀
だ
そ
う
で
あ
る
が
、
六
月
に
訪
れ
た
の
に
快
晴
に
恵
ま
れ
た
私
は

幸
運
で
あ
っ
た
。

牯
嶺
鎮
は
戦
前
に
上
海
や
武
漢
に
居
留
し
て
い
た
外
国
人
た
ち
の
避
暑

地
と
し
て
賑
わ
っ
た
が
、
私
が
訪
れ
た
時
に
は
外
国
人
や
共
産
党
の
高
級

幹
部
の
往
時
の
別
荘
が
ま
だ
残
っ
て
い
て
、
一
九
五
九
年
に
当
時
の
国
防

部
長
の
彭
徳
懐
が
失
脚
し
文
革
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
廬

山
会
議
の
議
場
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。

鄙
め
い
た
感
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
牯
嶺
鎮
で
は
あ
る
が
、
名
物
の
田
鶏

（
食
用
蛙
）
や
ス
ッ
ポ
ン
は
美
味
で
、
芥
川
は
田
鶏
も
ス
ッ
ポ
ン
も
食
べ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

夕
食
後
に
ホ
テ
ル
の
服
務
員
に
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
て
観
た
、
夕
陽

が
豊
饒
な
江
西
の
平
野
と
幾
多
の
湖
沼
を
赤
く
染
め
な
が
ら
地
平
線
に
沈

み
ゆ
く
光
景
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

質
素
な
ホ
テ
ル
に
一
泊
の
後
、
山
内
を
観
光
。
最
高
峰
一
四
七
四
メ
ー

ト
ル
の
廬
山
は
多
く
の
峰
に
分
か
れ
、
至
る
所
に
名
所
旧
蹟
が
あ
る
。

盛
時
に
は
三
百
を
こ
え
る
仏
寺
道
観
が
山
中
に
点
在
し
た
と
い
い
、
既

に
殷
周
の
時
代
か
ら
神
仙
が
住
む
地
と
さ
れ
、
黄
帝
が
こ
こ
に
住
ん
だ
と

い
う
伝
説
か
ら
山
天
子
都
の
異
名
も
あ
る
。

朱
子
学
の
祖
朱
熹
が
講
義
し
た
白
鹿
洞
書
院
、｢

邯
鄲
の
夢
枕
」
に
登

場
す
る
呂
洞
濱
が
修
行
し
て
仙
人
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
仙
人
洞
等
々
、
私

に
は
い
ず
れ
も
有
意
義
な
見
学
で
あ
っ
た
。
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東
林
寺
は
東
晋
の
孝
武
帝
の
太
元
六
（
三
八
一
）
年
、
慧
遠
に
よ
っ
て

創
建
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、失
意
の
う
ち
に
各
地
を
放
浪
し
た
孟
浩
然
は
、

こ
の
東
林
寺
の
鐘
を
聴
き
な
が
ら
世
の
無
常
に
涙
し
た
と
い
う
。

私
が
拝
登
し
た
時
、
浄
土
宗
発
祥
の
寺
院
ら
し
く
、
山
門
に
は
「
南
無

阿
弥
陀
佛
」
の
六
文
字
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
山
門
も
境
内
の
諸
殿
も
文
革
の
た
め
か
だ
い
ぶ
破
壊
さ

れ
て
い
て
、
唐
代
に
は
三
〇
〇
も
の
伽
藍
が
あ
っ
て
渡
日
前
の
鑑
真
も
訪

れ
た
と
い
う
が
、
影
堂
に
刻
ま
れ
た
慧
遠
の
肖
像
と
神
運
宝
殿
が
往
時
を

偲
ば
せ
る
の
み
で
、
莫
寂
と
し
た
感
が
あ
っ
た
。

近
く
に
慧
遠
の
墓
が
あ
っ
た
の
で
参
拝
す
る
と
、
八
十
を
越
し
た
と
思

わ
れ
る
老
僧
が
一
人
で
ひ
っ
そ
り
と
墓
守
を
し
て
い
た
。

私
が
幾
ば
く
か
の
紙
幣
を
差
し
出
す
と
、
合
掌
し
て
受
け
散
っ
て
く
れ

た
が
、
そ
の
顔
に
は
深
い
皺
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

も
し
か
し
た
ら
辛
亥
革
命
以
前
に
生
を
受
け
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
あ

の
老
僧
は
、
戦
前
戦
後
の
動
乱
を
、
そ
し
て
文
革
の
受
難
の
時
代
を
、
ど

う
生
き
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

老
僧
は
お
茶
を
飲
む
よ
う
し
き
り
に
勧
め
て
く
れ
た
が
、
チ
ャ
ー
タ
ー

し
た
車
の
運
転
手
氏
が
出
発
を
促
す
の
で
、
せ
っ
か
く
の
好
意
を
受
け
な

い
で
し
ま
っ
た
。

古
び
た
東
林
寺
。
そ
し
て
慧
遠
の
墓
の
傍
に
ポ
ツ
ン
と
一
つ
立
っ
て
い

る
慧
遠
と
同
じ
道
安
門
下
の
慧
永
が
建
立
し
た
、
西
林
寺
の
唯
一
の
遺
物

で
あ
る
六
角
七
層
の
塔
。

こ
れ
ら
の
風
景
を
眺
め
て
い
た
ら
、「
東
林
精
舎
近
く　

日
暮
れ
空
し

く
鐘
を
聴
く
」
と
孟
浩
然
の
詠
ん
だ
詩
情
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
よ
う
で

あ
り
、
夕
暮
れ
時
分
に
東
林
寺
を
訪
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
私
は
悔
い

た
の
で
あ
っ
た
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

数
年
前
に
廬
山
を
再
訪
し
た
時
、
牯
嶺
鎮
は
中
国
人
の
観
光
客
が
い
っ

ぱ
い
で
、
新
し
く
建
て
ら
れ
た
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
は
外
観
も
内
装
も
、

そ
れ
こ
そ
場
末
の
キ
ャ
バ
レ
ー
の
よ
う
に
飾
り
立
て
ら
れ
、
鎮
そ
の
も

の
が
安
っ
ぽ
い
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
で
も
な
っ
た
よ
う
で
幻
滅
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

荒
れ
て
い
た
東
林
寺
も
見
事
に
再
建
さ
れ
て
見
ま
ご
う
ば
か
り
で
し
た

が
、
私
に
は
素
朴
な
あ
の
老
僧
が
迎
え
て
く
れ
た
、
当
時
の
姿
の
ほ
う
が

良
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
風
光
明
媚
な
廬
山
は
昔
と
変
わ
ら
ず
に
私
を
迎
え
入
れ
て
く

れ
ま
し
た
。
い
つ
か
機
会
が
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
と
廬
山
を
訪
ね
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
ら
幸
甚
で
す
。

�

合
掌
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一
月
二
十
七
日

　
梅
花
流
役
員
会

�
参
加
　
　
九
　
名

二
月
二
日

　
研
修
部
研
修
会

�

参
加
　
十
五
　
名

『
法
相
二
巻
鈔
を
読
む
』
②

　

講　

師　

長
野
県
長
國
寺
住
職

�

柴
田　

康
裕　

老
師

　

令
和
八
年
度
も
継
続
の
予
定
で
す
。

（
禅
セ
ン
タ
ー
事
業
日
程
表
参
照
）

二
月
十
六
日

　
婦
人
会
臨
時
総
会

　
「
全
国
婦
人
会
か
ら
の
退
会
」
が
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

婦
人
会
の
ご
活
躍
・
宗
務
所
へ
の
ご
支
援

に
対
し
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
月
十
八
日

　
諮
問
委
員
会
・
災
害
対
策
委
員
会

三
月
二
日

　
梅
花
流
講
長
会

�

参
加
　
二
十
　
名

三
月
五
日

　
第
七
期
梅
花
流

�

指
導
者
養
成
所
閉
所
式

三
月
二
十
五
日

　
通
常
所
会
（
予
算
）

　

会
議
の
前
に
被
差
別
戒
名
物
故
者
諸
精

霊
追
善
法
要
を
修
行
し
、
本
年
一
月
十
七

日
に
遷
化
さ
れ
た
齋
藤
昭
道
前
所
長
に
黙

祷
を
捧
げ
、
所
会
議
事
に
進
み
ま
し
た
。

令
和
八
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算

に
関
し
て
、
ま
た
十
五
教
区
様
よ
り
要
望

が
あ
り
ま
し
た
五
教
区
様
と
の
一
部
寺
院

様
の
教
区
分
合
に
関
す
る
件
、
全
て
の
案

件
の
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
月
六
日

第
八
期
梅
花
流

�

指
導
者
養
成
所
開
所
式

四
月
二
十
二
日

　
婦
人
会
総
会
・
研
修
会

�

参
加
　
六
十
九
名

　

令
和
七
年
度
事
業
報
告
・
同
収
支
決
算

報
告
・
令
和
八
年
度
事
業
計
画
・
同
収
支

予
算
、満
場
一
致
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
（
宗
務
所
だ
よ
り
）
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役
員
改
選
は
、
新
会
長
に
第
十
三
教
区

龍
門
寺
寺
族
杉
山
禎
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、

こ
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
は
、「
禅
Ｚ
Ｅ
Ｎ
布
教
の
展
開
」

～
寺
族
と
共
に
～
と
題
し
、
富
山
県
最
勝

寺
住
職
谷
内
良
徹
老
師
よ
り
ご
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ト
ピ
ッ
ク
ス

◎
令
和
八
年
春
の
叙
勲

　
瑞
宝
双
光
章

　

九
教
区　

梅
林
寺
住
職

�

木
村　

髙
寛 

老
師

　

三
教
区　

蔵
立
寺
東
堂

�

伊
藤　

彦
舟 

老
師

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
法
体

堅
固
に
て
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎
窃
盗
事
件
に
ご
注
意
を

　

前
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
四
月

中
に
は
湯
沢
市
で
六
件
、
に
か
ほ
市
で
三

件
、
潟
上
市
・
井
川
町
で
各
一
件
の
宗
門

寺
院
へ
の
侵
入
、
窃
盗
事
案
が
報
告
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

侵
入
被
害
や
窃
盗
被
害
が
発
生
、
ま
た

は
疑
わ
れ
る
場
合
は
警
察
へ
の
連
絡
・
相

談
を
第
一
に
、
可
能
で
あ
れ
ば
宗
務
所
へ

の
情
報
提
供
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
情
報
は
必
要
に
応
じ
て
、
寺
院
ご

住
職
は
も
と
よ
り
、
山
内
関
係
者
、
教
区
、

近
隣
の
御
寺
院
と
も
情
報
共
有
を
頂
き
ま

し
て
、
十
分
に
お
気
を
つ
け
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

教
区

寺
番

寺
院
名

故
人
名

年
齢

一
○
二
八
九
耕
田
寺

副
住

佐
々
木
龍
元
令
和
七
年　

六
月
一
九
日

三
九

九
二
七
三
楞
厳
院

東
堂

小
西　

玄
晃
令
和
七
年　

九
月
八
日

八
一

三
三
四
三
松
林
寺

住
職

髙
橋　

溪
林
令
和
七
年
一
一
月
八
日

九
三

一
八
三
○
五
宗
福
寺

東
堂

蔦
谷　

達
元
令
和
七
年
一
一
月
一
○
日

八
九

八
二
二
一
常
光
院

住
職

齋
藤　

昭
道
令
和
八
年　

一
月
一
七
日

六
六

八
二
三
二
満
福
寺

東
堂

堀
井　

英
俊
令
和
八
年　

三
月
二
三
日

七
七

十
三
　

三
二
大
龍
寺

東
堂

三
浦　

昭
翁
令
和
八
年　

三
月
二
七
日

八
六

一
四
一
二
二
龍
雲
寺

寺
族

植
木　
　

治
令
和
七
年　

四
月
一
五
日

九
六

五
一
三
五
永
巖
寺

寺
族

朽
木　

岑
子
令
和
七
年　

四
月
一
九
日

九
○

七

六
七
徳
昌
寺

寺
族

佐
々
木
ケ
イ
令
和
七
年　

五
月　

六
日

百

八
二
二
五
大
薗
寺

寺
族

森
澤　

温
子
令
和
七
年　

五
月　

六
日

六
八

七
二
四
四
寶
泉
寺

寺
族

工
藤　

喜
江
令
和
七
年　

五
月
二
八
日

八
八

一
○
二
九
七
福
厳
寺

寺
族

栗
谷　

信
子
令
和
七
年　

七
月
二
一
日

七
五

一
　
　

九
光
明
寺

寺
族

石
田　

道
子
令
和
七
年
一
二
月
一
七
日

七
八

九
二
八
三
自
福
寺

寺
族

小
西
や
す
子
令
和
八
年　

一
月
一
○
日

七
六

一
　
　

六
妙
覚
寺

寺
族

眞
崎
伊
津
子
令
和
八
年　

一
月
一
五
日

七
一

一
　

一
一
玄
心
寺

寺
族

前
澤　

和
子
令
和
八
年　

二
月
一
六
日

九
○

十
三
　

三
七
福
昌
寺

寺
族

村
上　

京
子
令
和
八
年　

三
月　

九
日

九
六

謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す

寺族会新役員の皆さん
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年 間 行 事 予 定
令和８年度（2026）

友引 管区 宗務所 宗務庁 県内寺院

月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

4 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

寺
族
会

梅
花
講
習

梅
花
養
成
所
開
所
式

寺
族
研
修
会
・
総
会

昭
和
の
日APR

月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

5 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

梅
花
講
習

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

振
替
休
日

寺
族
会

梅
花
養
成
所
（
初
・
上
）

梅
花
養
成
所
（
研
修
）

13
教
区
大
龍
寺
本
葬

布
教
協
議
会

管
区
宗
連MAY

月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

6 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
梅花特派 特派布教 ４

教
区
珠
林
寺
晋
山
結
制
・
退
董

18
教
区
寶
田
寺
晋
山
結
制
・
退
董

梅
花
講
習

教
化
セ
ン
タ
ー
50
周
年
記
念
式
典

講
師
等
研
修
会

18
教
区
森
昌
寺

晋
山
結
制
・
退
董

監
査

護
持
会
総
会

JUN

梅
花
養
成
所
（
合
同
）

5
教
区
桂
薗
寺

晋
山
結
制

月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

7 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

梅
花
講
習

仏
教
講
座
①

梅
花
養
成
所
（
初
・
上
）

梅
花
養
成
所
（
研
修
）

研
修
部
研
修
①

海
の
日

所
会

教
化
指
導
員
研
修
会

JUL

月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

8 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

休　
務AUG

月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

9 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

仏
教
講
座
②

梅
花
講
習

５
教
区
桐
善
寺
晋
山
結
制

梅
花
養
成
所
（
初
・
上
）

梅
花
養
成
所
（
研
修
）

14
教
区
禅
林
寺
晋
山

結
制
・
退
董

管
区
寺
族
研
修
会

秋
田
県
梅
花
流
奉
詠
大
会

敬
老
の
日

国
民
の
休
日

秋
分
の
日SEP
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令和８年度（2026）

令和９年度（2026）

月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

10 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

梅
花
講
習

野
外
研
修

梅
花
養
成
所
（
初
・
上
）

梅
花
養
成
所
（
研
修
）

ス
ポ
ー
ツ
の
日

教
化
活
動
推
進
・
企
画
委
員
会

14
教
区
龍
雲
寺

晋
山
結
制

現
職
研
修

3
教
区
瑞
林
寺

晋
山
結
制

梅
花
検
定
・
曹
洞
宗
青
年
会
東
北
大
会

2
教
区
乗
江
院
晋
山
結
制
・
退
董

OCT

月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

11 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
2
教
区
乗
江
院
晋
山
結
制
・
退
董

文
化
の
日 梅

花
講
習

梅
花
養
成
所
（
初
・
上
）

梅
花
養
成
所
（
研
修
）

寺
族
研
修
会

本
山
研
修

勤
労
感
謝
の
日

禅
を
聞
く
会

全
国
人
権

NOV
16
教
区
深
徳

寺
晋
山
結
制

仏
教
講
座

月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

12 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
全国人権

梅
花
講
習

梅
花
養
成
所
（
合
同
）

臨
時
所
会

管
区
宗
連

休
務DEC

月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

1 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

元
日

休
務

成
人
の
日

梅
花
役
員
会

梅
花
一
泊
研
修
会

JAN

月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

2 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

研
修
部
研
修
②

梅
花
講
習

建
国
記
念
の
日

天
皇
誕
生
日

諮
問
委
員
会
・
災
害
対
策
委
員
会

梅
花
講
長
会

FAB

月/日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

3 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

梅
花
講
習

梅
花
養
成
所
（
初
・
上
）

梅
花
養
成
所
（
研
修
）

全国人権

春
分
の
日

振
替
休
日

所
会MAR
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